
校長だより                   １月１６日 廣渡一郎 

  

          ◆◇◆思いやりトング◆◇◆              
 

 

■二階の男子トイレの前にゴミ箱発見。 

中に何か入っています。 

近づいて見てみると，「トング」でした。 

同じものが女子トイレの前にも。 

なぜこんなものがこんなところに… 

と考えているとき，すぐ上の掲示物に 

目がとまりました。 

そこには，こんな言葉が記されています。 

 

  思いやりトング 

スリッパをならべるときに 

使っていいですよ 

 

 

■トイレのスリッパをそろえること。 

 ここのスリッパはしばしば乱れていて以前から気になっていたのです。 

ところが「思いやりトング」が登場してからというもの，いつでもきちんとそろうように 

なっています。 

「思いやりトング」の考案者，辻先生がこんな話をしてくださいました。 

 

 子どもたちは，きちんとそろえたいという思いをしっかり持っているんです。 

 でもここは並ばないことが多いのでどうしてかなとしばらく見ていたら， 

 並べている子は乱れているスリッパに足を入れて動かしています。 

他の子に尋ねてみると案の定，「手で触るのは…」と言います。 

それなら直接手で触らずに並べられるように，と考えてみました。 

 

 

うまくいかない原因をはっきりさせること。原因に応じた解決策，改善策を創り出すこと。 

なるほどと感心，感謝でいっぱいになりました。 

 

 


